


東京都立第三商業高等学校

第 26回卒業記念
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初代故吉沢徹先生

第 二 代 今村直人先生 第三 代 伊沢信治 先生

学校長 石田壮吉先生



志鎌先生

田辺先生

福田先生

妹尾先生

田 部弁先生

斉 履先 生

阿部先生
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吉 住 先 生

，竜原先生

出雲先生

中川先生 畏笹川先生

杉 原先生 伊東 先生

稲田先生 iilli汁先生

宇 梶 先 生 太田先生

山 脇先生 若 林先生



岩永先生 噌川 先生 川杉 先笠 黒 石先生 小暮先生

古事先生 桜井 先生 佐穂先生 椎名 先生 新 宮 先生

関口先生 竹田先生 高木先生 高 橋 先 生 高野先生

伴野先生 東 蔭先生
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服 部 先 生 八回先生 平 山先生

星野先生 松原先生 宮脇先生 諸問 先 生 矢島先生



山本先生 山田先生 横 尾先生 横山 先生 吉岡先生

包
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吉田先生 若菜先生 小沢先生 水 口先生 償問先生

斉騒 先生 島元先生 千 草 先 生 山 本 先生 松田 先生

佐棒 先 生 松田 先生 川 原 先 生 大森先生 小 川 さん

木内さん 高 橋さん 植竹 さ ん 鈴木 さん 海老原さん オミ 回さ ん
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教

教

教

教

烈たる態度もさることながら、上級生のヤジには興味深々たるもの

があった。様々な行事に目を兄張りながら 1年聞は流れるように去

〔思 い出]

三商生活における 2 度目の~fがやってきた。はやくも後輩ができ

三商の空気にもすっかり馴じんできた。 グ?(!2学年，それはー番楽

しく、ー番忙しいときである。 グ生徒会の中心はわれわれである。

われわれで生徒会を動かしていこう !H ホームルームに、クラブ活

動に胸はフ ァイトでいっぱレであった。

夏休みともなれば、アルバイト熱さかん、かせいだこづかL、は、

キャンプやりクレーシヨソにたちまちフツとんでしまった。 しかし

良レ体験となっている。

体育祭、 三商祭にはもちろん大張切りだった。あんな人が ? ーと

思われる人までが楽しそうにフオークダンスを踊り、コ ーラスを歌

った。思えばなんの悩みもない天使のような姿だった。

楽ししことはそれだけではなかった。修学旅行がすぐ自の前にひ

かえてレたのである。 2年生でもなく、 3年生とも云えない宙ぶら

りんの状態の春休み中に、われわれは四国へ向って出発した。あい

にく全国的な寒きで、天候にはあまり恵まれなかったが、なんと L、

っても一生涯残る却し、出になるに違いない。

とにかく、この 1年IUJはあわただしく、無我夢中に過したという

感が強L、

彦

宏

穂

浩

入学式

始業式、対商式

春季スポーツ大会開催

国際見本市見学

中間考査、 31日まで

15月まで流感で臨時休校

クレベ リγ検査

学期末考査終了 (8日から〉

始業式

体育祭

中間考査 (19日まで〉

校内珠算競技大会

三商祭、5日まで

学期末考査終了 (9日から〉

終業式

12. 26 新図書館完成

(昭和33年〕

1. 8 始業式

1. 16 小西先生都教育庁指導主事に栄転につき送別会

1. 31 創立30週年記念日

2. 23 創立30週年記念式典

2. 25 30週年記念講演会、音楽会

3. 16 学期末考査終了

3. 26 予餓 会

3. 9 第10回卒業式

(2年担任)

1組吉住晋

2組若林省

3組伊東俊

4組斎藤

5組 長谷川

茂
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部

回

地

稲

阿

太

(昭和32年度)
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E 

4. 10 

4. 11 

5. 16 

5. 17 

5. 29 

6. 12 

6. 26 

7. 12 

9. 20 

9. 13 

10. 17 

10. 22 

11. 1 

12. 13 

12. 25 

った。

輸

蜘

輸

附

入学式

始業式、対面式

新入生歓迎会始まる。 18日まで

春季スポ戸ツ大会開催

遠足

中間考査、6月 1日まで

記録会行われる

学期末考査終了 (9日から〕

終紫式

教育キャンプ及臨海教室 (8月4日まで〉

始業式

台風のため臨時休校

中間考査、18日まで

校内珠算競技大会

1 文化祭、 6日まで

12. 3 第 9代生徒会長選挙、栗橋仲次郎当選

12. 8 防火訓敵

12. 15 学期末考査終了 (11日から〕

12. 25 終紫式

(昭和33年〉

1. 8 始業式

1. 30 錦29回創立記念日講演会(マナスル主主山隊口、日下回

央氏を迎えて〉

創立記念日

手餓会

第9回卒業式

学期末考査終了(12日から〕

終業式

〔思い出1

1956年 4月10日三商生活第1日自の幕が切って落された。うらら

かな陽春町空にそびえ立つあの時計塔を見上げながら、希望に満ち

たこれからの 3年間に想いを駆せたのもこのときである。対面式で

上級生の敬う校歌を初めて聞き、一生けんめいおぼえようと努めた。

また、例の数え唄やつんつん節を上級生が歌っているのを耳にして

やはり高等学校だなあ主つまらない感心をしたものである。やがて

高校生活最初の夏休みがやって来た。海山のキヤソプはほんとに楽

しかった。かっぽどもが千葉県浜金谷にlsまって歓声をあけ・れば、

一方民主主械ではフアイヤーを囲んでの盆踊り、まさに忘れられない

却し、出のひとこまである。

夏休みも終り、 10月の声をき くと校内はあわただしいほど活気づ

レてきた。開都 500年記念の運動会につづいて文化祭が{寵された。

なにもかも中学時代と比べものにならなかった。

はだ媒い風白吹くころ、あちとものクラスで文集をつくる白を凡

て、暖かし、気持をおぼえた。会長選挙の演説会では、立候補者の熱
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( 1年担任〉

1組吉住晋策

2組字梶公平

3組伊東俊子

4組山脇悌二郎

5組長谷川IJE男

第 一学 年

一一一

7. 20 

9. 1 

9. 27 

10. 16 

10. 20 

11 

1

7

0
 

3

2

1
 

1

2

3

 
3. 16 

3. 25 

4. 10 

4. 11 

4. 16 

5. 14 

5. 25 

5. 30 

6. 21 

7. 13 

7. 19 

」



第三学年 (昭和33年度〕

4. 1 新入生歓迎会

4. 8 2、3年 登校掃除

4. 9 1年登校新入生歓迎突行委員会

4. 10 入学式

4. 11 始業式、対面式

4. 12 H・R委員選挙役員会

4. 19 第 3回生徒総会

4. 22 3年父兄会

4. 26 座談会〈新入生を囲んで〕

5. 6 春季スポ戸ツ大会開会

5. 11 高体連江北祭に参加

5.14 1.2年校外教授、3年は多摩動物園

5. 19 3年生突カテスト (7課目〉

5. 29 生徒手帳作成さる

5. 30 アジア大会バレー見学(於駒沢パレ{コート〉

6. 15 珠算検定試験行われる

6. 18 座談会(修学旅行について〉

6. 22 同窓会

6.26 P.T.A.を囲んで座談会

6. 30 3年突カテス ト

7. 1 就職。面接練習

7. 11 プール聞き

7. 14 学芸中開発表仔われる

7. 18 1114回生徒総会

7. 19 終紫式

7. 26 3年実力テスト

8. 12 就職に関1..-3年生受校 15日、 251j

9. 1 始業式

9. 9 校内水泳大会

9. 10 3年就職試験開始

10. 10 体育祭

10. 27 3年生ソフ トポ戸ル大会

10. 31 映画会

11. 1 2年女子ソフ トポール大会

11. 14 三商祭前夜祭、映画会

11. 15 三商祭 (17日まで〉

11. 27 校内珠算大会

12. 10 第11代生徒会長に山田和弘決定

12. 20 ~再演会、 生徒会解散式

12. 25 終業式

〈昭和担年)

1. 8 始業式

1. 30 スキー鰭習会 2月1日空で

1. 31 創立記念日

2. 12 学年末考査 16日まで

2. 24 予餓会

2. 27 卒業式予行

3. 1 入試始まる

3. 5 卒業式干狩在校生も参加

3. 8 卒業式、プリンスホテルに於て謝恩兼祝賀会

(3年担任〕

1組古住晋鍛教愉 5組 斎藤 克敏愉

2前l 杉原周太郎教諭 6組流原俊彦教愉

3組伊東俊子 教諭 諭
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教

教
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4組田辺 衛教 諭

[J患い出〕

いよいよ三商生活最後の歳がやってきた。修学旅行は休み中に終

ってしまレ、残るは就職ばかり。それではあまり可哀そうというの

で、 1日を多摩自然動物園に楽しませていただL、た。(動物逮は親

せきが来たと思ったかもしれない ?)。

'夏休みは無いものと思わなければいけないという白は諸先生方の

親心あふれる忠告。でも、なかには山に、 海'にとずいぶん楽しん

だ生徒も

ともあれ、、就職は順調(快調と云っても良いだろう〕に成果を

あげ、例年以上に良くなりそう 。それも手伝って、三商祭にはこれ

が最後とばかりに参加率良好であった。

'光陰矢の如v思えば三商生活3年聞はあまりにも短かすぎた。

しかし過去は過去として流さなければならなレ。いまこそわれわれ

の前途は聞かれたのだそこには山もあれば大海もある。三商におけ

る短かい歳月のうちに得たなにものかを、これからの人生に生かし

ますます成長していきたいものである。 (8組佐藤征勇)

二二編集後記二二

二学期のレそがしい聞をぬってこのアルバムの編集はおとなわれ

たが、ここに完成したものは形式こそ昨年と変りはしないが内容は

かなり充実し、なかなか立派なものと自負している。

これから20年、30年とたち私達が三商白ことなど宕"l1.てしま うこ

ろ、このアルバムをひもとけば、かならず自分自分の元気で漉刺と

した姿をそこに見レ出し、感無E立の感じを受けるに違いなし、。

ここには金で買うと止の出来なレ貴重なものがレつほし、つまって

いるので大切に保存しておいてもらいたい。

なおこの編集にあたり先生方および生徒の皆さんから多数の傑作

写真をお借り Lましたが頁の都合上載せるととが出来なかったこと

は、はなはだ残念に思レますがここに厚〈お礼申し上げます。

1 組仲間元彦

昨年よ りも立派なものをと頑張りました。如何でしたか ?

不備の点もあるかと思レます。でもお許し下さL、。学校の都合で企

画が遅く、強行軍だったのです。ここで弘たち編集委員の無理な注

文に御協カして下さった鰭先生および生徒の皆さんに感謝します。

考えてみると高校時代なんて随分短いですね。楽しかったこと悲

しかったこと沢山の組レ出が、泉町如く I~き出ずるようです。その

懐しい想い出がこのアルバムに載せてあるのです。大切にして下さ

レ。大人になっても時々見て下さい。生涯の一大事でもこれだけは

障さずに。貴方の親友悪友が、きっとすましたり微笑んだりしてい

ますよ。そして都立三商の学生生活が公方の心の灯に何時までもま

たたく ことでしょう。

(8組〉 五卜 l晶利和






